
 Ⅵ　香川県の自殺の現状

1 自殺者数の推移

・全国の自殺者数は、平成 22 年以降、３万人を下回り、減少傾向であったが、令和２年は 11
年ぶりに増加に転じ、令和３年も増加した。

・香川県の自殺者数は、平成 24 年以降、200 人を下回り、減少傾向であった。令和２年は７
年ぶりに増加に転じたが、令和３年は減少した。

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

全
　
国

総数 30,247 30,553 29,921 30,827 30,229 30,707 29,554 28,896 26,433 26,063 24,417 23,152 21,021 20,468 20,031 19,425 20,243 20,291

男性 21,955 22,236 21,419 22,007 21,546 22,189 21,028 19,904 18,485 18,158 16,875 16,202 14,642 14,336 13,851 13,668 13,588 13,508

女性 8,292 8,317 8,502 8,820 8,683 8,518 8,526 8,992 7,948 7,905 7,542 6,950 6,379 6,132 6,180 5,757 6,655 6,783

香
　
川

総数 199 201 222 229 201 205 215 239 172 184 169 157 156 150 149 141 149 141

男性 142 149 162 157 150 142 153 169 124 125 119 108 104 107 113 95 108 99

女性 57 52 60 72 51 63 62 70 48 59 50 49 52 43 36 46 41 42
資料：厚生労働省「人口動態統計」

－ 46 － － 47 －



2 自殺死亡率（人口 10 万人当たりの自殺者数）の推移

⑴　自殺死亡率（人口 10 万人対）の推移

・全国の自殺死亡率は、自殺者数と同様の傾向であり、平成 21 年まで増加し、高い状態が継続
していたが、平成 22 年以降、減少傾向であった。令和 2年は、全国で 11 年ぶり、香川県は 2
年ぶりに増加に転じたが、令和 3年は、香川県では再び減少した。

⑵ 都道府県別自殺死亡率 (R3)

・香川県の自殺死亡率は、平成 23 年を除き、概ね全国値を下回っている。　（全国順位 42 位）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

総数 全国 23.7 24.4 24.0 24.4 23.4 22.9 21.0 20.7 19.5 18.5 16.8 16.4 16.1 15.7 16.4 16.5
香川 22.1 22.9 20.2 20.7 21.7 24.3 17.5 18.8 17.4 16.2 16.2 15.6 15.7 14.9 15.9 15.2 

男性 全国 34.8 35.8 35.1 36.2 34.2 32.4 30.1 29.7 27.6 26.6 24.1 23.6 22.9 22.7 22.7 22.6 
香川 33.6 32.7 31.4 29.8 32.1 35.6 26.2 26.5 25.3 23.0 22.3 23.1 24.5 20.7 23.8 22.0 

女性 全国 13.2 13.7 13.5 13.2 13.2 13.9 12.3 12.3 11.7 10.8 9.9 9.6 9.7 9.1 10.5 10.7 
香川 11.5 13.8 9.8 12.2 12.1 13.7 9.4 11.6 9.9 9.8 10.5 8.7 7.3 9.4 8.5 8.7 

資料：厚生労働省「人口動態統計」
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3 年齢階級別自殺者数（香川県）

⑴　年齢階級別自殺者数の推移

・令和 2年と令和 3年を比べると、男性は 40 ～ 50 代、女性は 20 代が多く増加しており、男女
ともに 10 代は大きく減少している。

男性 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

総数 155 172 142 149 162 157 150 142 153 169 124 125 119 108 104 107 113 95 108 99
10 ～ 19 歳 1 2 1 2 1 4 2 4 3 4 2 7 1 4 0 3 3 3 8 2
20 ～ 29 歳 10 26 18 20 11 14 15 9 21 18 15 8 18 14 13 9 8 11 15 10
30 ～ 39 歳 19 25 18 25 22 21 28 21 23 28 21 23 17 14 17 9 28 12 15 11
40 ～ 49 歳 34 19 23 22 29 25 25 17 25 23 16 23 16 21 26 17 20 19 12 17
50 ～ 59 歳 50 49 39 35 52 45 34 30 28 30 29 21 23 14 19 19 14 10 13 17
60 ～ 69 歳 27 26 21 25 24 20 25 35 28 34 24 22 18 18 15 24 20 8 13 15
70 ～ 79 歳 6 16 13 13 19 12 13 20 8 18 9 16 16 10 11 12 12 22 21 14
80 歳～ 8 9 9 7 4 16 8 6 17 14 8 5 10 13 3 14 8 10 11 13

女性 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

総数 55 54 57 52 60 72 51 63 62 70 48 59 50 49 52 43 36 46 41 42
10 ～ 19 歳 1 0 0 1 2 0 0 3 2 1 0 1 2 0 1 3 1 1 4 1
20 ～ 29 歳 6 5 6 4 6 9 5 3 5 10 4 7 7 3 5 5 5 6 2 5
30 ～ 39 歳 4 7 6 5 6 8 6 14 9 6 4 5 6 7 8 1 4 2 5 5
40 ～ 49 歳 4 5 8 7 4 6 7 7 4 16 10 7 7 8 5 4 4 9 6 8
50 ～ 59 歳 8 11 13 12 16 14 12 12 13 9 2 5 8 11 1 3 7 6 7 7
60 ～ 69 歳 16 7 15 8 11 13 9 7 13 12 13 14 5 6 13 10 5 7 3 5
70 ～ 79 歳 12 11 5 6 11 8 6 12 9 7 11 8 6 10 8 9 6 4 9 6
80 歳～ 4 8 4 9 4 14 6 5 7 9 4 12 9 4 11 8 4 11 5 5

資料：厚生労働省「人口動態統計」

－ 48 － － 49 －



⑵　過去 5 年間の年齢階級別自殺者数計

・年齢階級別自殺者数では、特に男性の 30 ～ 40 代及び 70 代が多い。
・自殺者全体の男女別構成比は男性がほぼ 7割を占めている。
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4 警察庁「自殺統計」※

⑴　自殺者数の推移
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　⑶　原因・動機別自殺件数（香川）

・男性、女性ともに、健康問題（男性 32.3％、女性 52.2％）が多い。
・男性は、女性に比べて経済生活問題・勤務問題を理由とした自殺の割合が高くなっている。
[ 第 5–3 表 ] 男女別、原因・動機別の自殺者数（R3･R4、香川）

令和 4年 令和 3年
自殺者数 男女別割合 自殺者数 男女別割合

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計
家庭問題 23 11 34 14.8% 16.0% 15.1% 7 5 12 5.8% 10.9% 7.2%
健康問題 50 36 86 32.3% 52.2% 38.4% 31 9 40 25.8% 19.6% 24.1%
経済生活問題 36 7 43 23.2% 10.1% 19.2% 10 6 16 8.3% 13.0% 9.6%
勤務問題 20 6 26 12.9% 8.7% 11.6% 11 0 11 9.2% 0.0% 6.6%
男女問題 4 2 6 2.6% 2.9% 2.7% 4 3 7 3.3% 6.5% 4.2%
学校関係 4 0 4 2.6% 0.0% 1.8% 1 2 3 0.8% 4.3% 1.8%
その他 12 3 15 7.7% 2.2% 6.7% 3 1 4 2.5% 2.2% 2.4%
不　詳 6 4 10 3.9% 5.8% 4.5% 53 20 73 44.3% 43.5% 44.1%

計 155 69 224 100% 100% 100% 120 46 166 100% 100% 100%
※　自殺者一人につき原因・動機を 3つまで計上しているため、原因・動機の合計数は自殺者数と一致しない。

資料：警察庁「自殺統計」
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